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緒 論

　脊椎は脊椎動物の 最 も基本 と な る 形態的要素 で あ り，し た が つ て そ こ に 生ず る変異 は，動物 の 形態全般，

ひ い て は そ の 生活 に 大 きな影響 を お よ ぼす に ち が い な い 。生 物 の 形態 の 基本 的 な形質 で あ り， 生 物 の 生活 を

直接反映 す る　 vartable な形質で あれ ば あ る ほ ど， そ こ に生 ずる変異 は 生 物に と つ て 大きな意昧 を もち ，

「種 」 の 分化 に も積極 的 な役割 をもつ で あ ろ う。

　脊椎骨数 の 変異 に つ い て 9 ， 魚 類 で 多 く調 査 され て か 叫 寒冷 な水域に 棲 む魚 で は 脊椎骨 の 数 が 多 く， 温

暖 な水域 の もの で は そ の 数が少 な い 。そ し て この よ うな変異 は ，種内 お よ び種間 に 平 行的 に み られ る （Hubbs ，
，40＞。 ま た ，

Bailey ＆ Gosline　 C55） は ア メ リ ヵ の Percidae 科 の 魚類に つ い て
， 脊椎骨 数に み られ る差が ，

こ の 科 の 魚類 の 他 の 多 くの 観 点 か らす る 系統 分類と よ く一致 す る こ と を み い だ し て い る 。 し か し哺 乳 類 の 肴

椎 骨 数 の 変 異 に 関し て は 調 査 が すす ん で お らず，特 に こ こ で 問題 と す る 日本産 の ネズ ミ科 に つ い て は 従来 ま

とま つ た報告が な い 。 そ こ で 著者 は ， 餌養 品 種 を も含め た 9 種 の ネ ズ ミに つ い て 脊椎 骨 数 の 変異 お よ び 種聞

の 差 に つ h て 検討 し た の で ，そ の 結果 を 次 に 報告す る  　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　 一

　本論に 入 る に さ きだ ち， 口頃御指導 い た だ い て い る信州 大学教授 ，鈴木誠，清 水 三 雄i両博 士 お よび材料 の

採集 に協力 い た だ い た長野県 上 水内郡信級小学校 教諭 ， 北沢徹郎 ， 下伊那郡富草小 学校 教諭 ， 両角源美両氏

に 厚 くお 礼申 し あげ る。

材 料

　脊椎骨数が調査 さ れ た の は，次 に 示 す 9 種 の ネ ズ ミ で
，

ハ ツ カ ネズ ミお よ び ダ イ コ ク ネ ズ ミ を 除 h て は ，

ナペ て 1955 年 よ FJ） 】959 年 に わた つ て 長 野県内 に て採 集 され た 。
ハ ツ カ ネ ズ ミお よ び ダ イ コ ク ネズ ミは市

販 の 白色変種 で ， 後者は 清水 三 雄博士 に よ り，1 対 の 親 よ り血 族繁殖 に よ つ て 得 られ た もの で あ る 。

　和 名 ・学 名
vex

＃：
・
よ び 調査個体数は 次の 如 くで あ る 。

　 1， ネ ズ ミ亜 科 Mur 正nae
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

ハ ツ カ ネ ズ ミ Mus 　muscuJus 　var ．　 atOin μ s 工6 （13 ♂ a ，
3 ♀ 9 ）

ドブ ネ ズ ミ 1〜atius
−
norvegicus 　60 （30 ♂ ♂， 309 ♀）

ダ イ コ ク ネ ズ ミ Rattus 　ner 　Clegicus 　 var ．　 albinus 　60 （30 ♂ ♂，30 ♀ ♀）

ク
’
マ ネ ズ ミ　RattttS　rath ‘∫ 45 （15　♂ ♂ ，　30　♀ ♀）

ア カ ネ ズ ミ Apadenius　5♪eciosti ，s　 t8 （5 ♂ ♂，】3 ♀♀）

ヒ メ ネ ズ ミ APodetnas　argeiiteus 　31 （17 ♂ ♂，14♀ ♀）

H ・ ハ タ ネ ズ ミ亜 科 Microtlnae

　（7）　ヤ デ ネ ズ ミ Clethridiiomys　andersoni 　18 （4 ♂ ♂，14 ♀ ♀）

　 （8）　ス ミ ス ネ ズ ミAnteliemツs　 smithii 【1 （8 ♂ ♂，3 ♀ ♀）

　（9）　　ノ 丶タ ネ f ミ　MiCtnotttS　montebeUi 　30　（18　♂　♂ ，　12　♀　♀）

材料はすべ て 軟 部組織 を と りの ぞ い て 骨 骼標本 と な し，脊椎骨 数 が 算 定 され た。

X
脊椎 骨 の 総数に つ い て は ， さきに 予 報 とし て 報告 し た （宮尾 ・北沢

・
両 角， 印刷 中）。

’k’−ve
和 名 ・学名1ぱ 徳 田 ぐ56 ） に よ る。

（z5 ）
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結 果 お よ び 論 議

　 （1） 頸　　　　　　　椎

　頸 椎 の 数は どの 種 に お い て も アで
， 全 く変異 が み られ な い 。ま た ど の 種 に お い て も，第 6 頚椎 の 績突起基

部 腹側に ， 後方 に む か う突 起 ， すなわち頸肋骨 （cervical 　 rib ） が 発達 し て い る。

　 （2） 胸　　　　　　　椎

　胸椎 の 数 は どの 種 で も 13 で
・ 肋骨 も 13 対 （真肋 7 対，仮肋 6対） で あ る e し か し ク マ ネ ズ ミ 45 個 体

申 に ．2 個体 だ け ，
14 個 の 胸椎 を 屯つ もの が み られ た。そ れ らで は 肋骨 も 1 対増 加 し て 14 対 （真肋 7対，

仮肋 フ 対） と な っ て い る。い ずれ の 種 に お い て も， 第 2 胸椎 の 棘突起はigtc長 く発達 し て い る。

　 （3）　 腰　　　 　　　　椎

　腰椎 の 数は どの 種 で も 6 で あ る が ， 若 干 の 個体変異が み られ る 。 す なわち ドブ ネ ズ ミ 60 個体中．8 個体，
ダ ／ コ ク ネ ズ ミ 60 個体 中 1 儷体 ， ク マ ネズ ミ 45 個 体中 4 個体，　 ヒ メ ネ ズ ミ 31 個体 中 1 個体 に そ れ

ぞ れ 5 個 の 腰椎 を もつ もの が み られ た 。

　（4）　仙 　　　　　　　椎

　い ず れ の 種 も大部 分 の 個体 で 仙椎 の 数は 4 で あ るが ，
3 ま た　　　ng　1表 仙椎数 の 個 体 変 異 の 出現

は 5 の 個体 が少数 み られ る 。 す なわ ち ドブ ネ ズ ミ 60個 体 中 22　　　　　頻度 を個体数 で 示 す。

個 体 が 3
， ダ イ コ ク ネ ズ ミ 60 個体 中 4 個体 が 3

，　 ク マ ネ ズ

ミ 45 個 体中 7 個 体 が 3
，
1 個 体 が 5

，　 ア カ ネ ズ ミ 18 個 体

中 1 價体 が 3，ヒ メ ネ ズ ミ 31 個 体 中 1 假体 が 3
，

2 値体が

5
，

一
ス ミス ネ ズ ミ 11 個体 中 1 個体 が 5， ハ タ ネ ズ ミ 30 個体

中 2 個 体 が 3 の 仙 椎 を も つ （表 1）。 特 に ドブ ネ ズ ミ に お い

て 変異 が著 し く， 仙椎数 の 減少傾向 を示 すが ， 性差 は 認 め ら れ

なし％

　 （s） 尾　 　　　　　　椎

　尾椎 の 数 に は 1斷本変異 お よ び極聞 の 差が著し い 。 結果 は 表 2

に 示 す 。性 差 は 認 め られ な
’
n 。 ま た 尾椎 数 の 種間 の 比 転 の た め

に ， 各種 に つ い て そ の 母 集 団
・平均 の 信頼限界 （危険率 1％） を

第 1 図 に 示 し た 。

種 名

i 仙　　椎 　　数
L ．

1 ・

．一

石
一
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隠
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第 2 表　尾椎 の 数 の 平 均 鰉 そ の 他 の 続計量

褌． 名 瞬 擁 鰍 蜘 融 麟 礬驪 潔…
変

靄
数

ハ ツ カ ネ ズ ミ　 Aftts 」tcuscTtlus 　aibinus

ド ブ ネ ズ ミ　　 RattttS　 nort
・
egicus

ダ イ コ ク ネズ ミ RattUS π α   gゴ躍 ∫ albinUS

ク マ ネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ャ チ ネ ズ ミ

ス ミ ス ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

R α ’tus　 rattu5

・4Pode フllus　sPeCiosus

Apade ’nus αノ
・
genietzs

C幻 ゐ厂io’za 〃邸 砌 de’rsoni

鑑 鏃 讌 1，、

1660604518311811
12

・ 662gl ・6

129 ．81　 　 　 　 33　 1　 27
…28．。829 ：27

嬬 癩
嫦 1劉ll
17、27　 1g　i　l5

18．03　 21

1．0341

．3490

．7511

．2880

．7430

．639

】．196

128，76− 26．56　 　　　　　　　 3．73
30，45 − 29，17　 　　　　　　　 4．52

28．46 −−27。70　　　2．67
33．88 − 32．18　　　3．88
30．30− 28、82 、　2，51

32，68− 31．84　　19．80

21，33：−19．01　　 5．92

1　 15 」 1．435　i．19．00 − 17．・6
　 　 　 1　　　　　　　 1

7．95

（26 ）
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昭和 35 年 （1960）5 月 ネズ ミ類に お け る脊椎骨数 董フ9

尾椎 の 最 も多い 種 は ク マ ネ ズ ミ （平 均 33．i3）， 最 砂 な い 種は ス ミ ス ネズ ミ （平 均 17・27） で ， 前者 は

後者 の 約 2 倍に 達す る 。 種 内 に お い て も尾椎 の 数 に は 3− 8 の 個 体 変 異 が み らtLる ・

ハ
1
ソカ ネズ ミ

ド ブ 非 丁 ミ

列 コ ウネズ ミ

ク望
一
；F ズ ミ

ア カ ゴ〔 ズ ミ

ヒ．〆 津ズ ミ

ve 不 ス
1
ミ

ス ミ 」．才ズ ミ

’、 夕 ：ドズ
1
ミ

、

一

t

｝

｝

十

申

　 　 　 　 ｝

中

　 　 　 　 申

　　　　　　　　　　　　 「6　　　1S 　　　20　　　22　　　24　　　2‘　　　2 曾　　　30 　　　32　　　3ヰ

　　　　　第 1 図 尾 椎 数 の 母集団平均 の 信頼限界 （危 険率 1％）・中央短縦線は標本平均 ・

　　　　　　　ス ミ ス ネ ズ ミは 個 体 数少 な い た b ，標本平均 の み を 示 し た 。

　図 お よ び表 か ら明 らか な 如 く， 尾椎 の 数 に よ り， ネ ズ ミ 科 は 大 き く 2 つ に 群別 きれ る。す なわち， 尾椎

の 数 は ネ ズ ミ亜 科 に 属
．
ナ る 6 種 で 多 く，

ハ タ ネ ズ ミ亜科 に 属す る 3 種 で 少 な い 。

　ネ ズ ミ 亜 科 の 6 種 の うち，
ド ブ ネ ズ ミ と ク マ ネ ズ ミ は 同 じ Rattus 属 の ネ ズ ミ

．
で ，　 きわ め て 近縁 の 種 で

あ る が ， 尾椎 の 数 に は 明 らか に 差 が み られ ， 前者 で 少 な く （平均 29．81）， 後者で 多、
り （平均 33．！3）。尾 の

長 さ も前 者 で 短 く， 後 老 で 長 い 。両種 と も住家 性 の ネ f ミで ，その 進化段 階 は A・fus 属 と と 亀に ネ ズ ミ類 で

は最高 の 段階 に 達 し て い る と い わ れ る （徳 田 ，
’51）6 ドブ ネ ズ ミ は 主 と し て 床 下 ，　台所 ，　下 水 に そ の 生 活

圏 を もち ， ク マ ネ ズ ミ は 天 井裏 か ら台所 に か け て 生 活圏 を もつ
。 体 の 平衡 を保持 し ， ま た 体 を支持 ナ る とい

う尾 の 機 能を考 え る と き，
ク マ ネ ズ ミで 尾椎 の 数 が 多 く，尾 が 長 い こ と は 適 応 的 な意義 が大 きい 。 Hoot 。 n

（
’47）は 大形 類人 猿 と人 で ，旧世界猿 の Maccaque に 比 して 仙樵 の 数 が 多 く， 尾 鮭の 数が少な い の は ， 体

の 大形 化 と直立 歩 行 に 関係 が あ る こ と を 強調 し て い る が ， 本報 の 場合 と関連 し て 興味深 い 。

　ま た ダ イ コ ク ネ ズ ミ は ドゾ ネズ ミ の 白色 飼 養変種 で あ る が ， 尾椎 の 数 は ド ブ ネ ズ ミ よ り少 な く （平 均 28．

08），同 じ く白 色 飼 養変種 の ハ ツ カ ネ ズ ミ （A・sft・ts 属） 〔平 均 27．〔浴） と ほぼ
一

致 す る 。

　次に ア カ ネ ズ ミ と ヒ メ ネ ズ ミは と もに A♪ode 〃；tts 属 に 属 す る近 縁 の 種 で あ る が，前者 は 低山帯 の 森林 ，

原野，畑，後者 は 」，D高所 の 森林に 瘻 息 し ， い ず れ も種実 ・昆虫 を食 5 。 尾椎 の 数 は ア カ ネ ズ ミで 少な く平

均 （29．56＞，
ヒ メ ネ ズ ミで 多 い （平均 32．26）。 尾長 も当然 ヒ メ ネズ ミで 長 い 。 森林 に 依存す る程度は ヒ メ ネ

ズ ミ で 大 で あ る と い わ れ る が ， 尾椎 の 数 か らもそ れ が 推察 さ れ る 。 日本 に は棲 息 し な い キ ヌ ゲ ネ ズ ミ 亜 科 の

ア メ リ カ の Fe／
Jetn

：yrsctts　in ｛Utiettlatus 　bairdiiは 草｝也，開 け た 原 野 お よ び湖岸 に す み 森林 をさけ る が ， 別 の

亜 種 P ・lt2，　gracili
：
s は森林 に す み ， 草 原 や 開け た 土 地 を きら う。尾椎 の 数 は 草 原 に すむ P ，　ln ，　bairdiiで

20 − 22
， 森林 ICす む P．　 ・n ．9 ，

’fl・ililsて は 23− 26 で 有意 の 差 ；：，g られ る （Bcrb ・he・ n ＆ N ・ w ・

’5フ｝。 こ れ

らめ 事実は ク マ ネズ ミ と ドゾ ネ ズ ミ
，

t メ ネ ズ ミ と ア カ ネ ズ ミ の 場 合 と同 じ く尾 の 長 さ （尾椎の 数） が ネ ズ

ミの 生 活 と密接 な関係 に あ る こ と を示す 。

〉 ・ タ ネ ズ ミ亜 科 の 3 種 は ， ネ ズ ミ亜 科 の 種 に 比 し ，い ずれ も尾椎 の 数が少な い 。
3 種 と も地 中 に坑 道を

うが つ て 猛 活し ， 草 を主食 と す る 。 尾椎の 数は ヤ チ ネ ズ ミで やや多 く，
ス ミ ス ネ ズ ミで 少な い 。

メ タ ネ ズ ミ

ほ 両者 の 申間 匠 位 置す る ◇

　 ヤ チ ネ ズ ミ と ス ミ ス ネズ ミ は比 較 的近縁 で
， 同 じ属に 入 れ ら れ た こ と もあ る。腸 の 長 さ め 比 に お い て も両

者 で 差が認 め られない （宮尾 ・北沢 ・両角， 未発表〉。 し か し尾椎の 数に は差 がみ られ ， ヤ チ ネズ ミで 多 く

（平均 20．17），
ス ミ

・
ス ネズ ミで 少 な い （平 均 17，27）。長 野 県八 ケ 岳 で は 山麓 か ら 16Qem 附近 ま で は 9 ミ ス

ネ ズ ミがす み ， そ れ以上 の カ ラ V ツ 秣 ，
コ メ ツ ガ ーオ オ シ ラ ビ ソ 林帯 に は ヤ チ ネ ズ ミ がす む と い わ れ る （徳

（27 ）
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田 ，

，50）e こ の よ うな分布 上 の 差異 と尾椎 の 数の 差とが 何 らか の 関係を もつ て い る か もし れ な い 。

　（6） 総 　　　　　　括

　以上 に の べ た 如 く， 頸椎 tcは全 く変異が み られ ず，胸椎 ， 腰椎 ， 仙椎 と 下位 に な る に し たが つ て 個体変異
の 頻度が高 くな IJ，特 に 尾椎 で は個体変異 と と もに種 聞の 差が生ず る 。 椎 骨 の 化骨 は

一
般 に 上 位 よ り下 位 に

すすみ ， 尾 椎 で は他に 比 し 特 に 化骨 がお くれ る （例 えば Huggins 　et　aL
，

’43）こ とが ， そ れ らの 変異性 と関

係があ る で あろ う。

尾 は 体温 の 調節 ・ 体 の 平 衡繍 お よ び体破 持な どの 灘 を もち ， ネ ズ ミ の 生 活 に 大 きな関係 を もつ て い

る 。 し たが つ て そ こ に 生 ず る変異 は ， 種 の 分化 と い う点 で も積極的な役割 を演ず る に ちが い な い 。特に ドブ

ネ ズ ミ と ク マ ネズ ミ・ア カ ネ ズ ミ と ・ メ ネ ズ ミ， ヤ チ 耘 ミ と ス ミス ネ ズ ミの 如 き近縁 の 種 の 間 で 尾椎 の 数
に 差が み られ る こ とは ， そ れ らの 種 の 生活の 分化 （す み わ け ） と関連 し て

、 非常に 興味深 い 問題 を含ん で い

る よ うに思 わ れ る 。
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